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　平成 21 年～ 23 年の各 12 月生
まれ（２～４歳まで）のお子さんを
募集します。電話またはメールで、
11月11 日（月）までにお申し込み
ください。詳しくは
市ホームページ（携帯
版）をご覧ください。

問秘書広報課
☎055-948-1431

12 月号出場者募集

市ホームページ
ＱＲコード

乗り物が大好きな皓ちゃん。いつ

も笑顔に癒やされているよ。お姉

ちゃんと仲良く元気に育ってね。

平
ひらたか

崇さん・ひとみさんの長男（中）

今
いままき

牧　皓
こうせい

星 くん
（平成 21 年 11 月 3日生）

電車大好き、いっくん。キラキラ

した君は宝物。優しく強く自分も

友達も大切にできる子になってね。

浩
こう

二
じ

さん・由
ゆ か り

香里さんの長男（千代田）

富
とみざわ

澤  樹
いつき

 くん
（平成 22 年 11 月 29 日生）

紗英ちゃん、お誕生日おめでとう。

お友達と仲良くたくさん遊んでね。

優しい女の子になってね。

仁
ひとあき

明さん・三
み ち よ

千代さんの長女（古奈）

金
かね

田
だ

　紗
さ え

英 ちゃん
（平成 21 年 11 月 22 日生）

妹としまじろうのお世話が大好き

なのあ。小さな体で母性は大人並。

温かい素敵な女性になってね！

裕
ひろゆき

行さん・和
わ か な

香奈さんの長女（小坂）

殿
とのおか

岡　希
の あ

彩 ちゃん
（平成 21 年 11 月 12 日生）

仮面ライダーが大好き、お兄ちゃん

と遊ぶのが大好きな陸くん。これか

らも仲良し兄弟でいてね。

貴
たかやす

泰さん・友
ゆ き

紀さんの次男（中）

飯
いい

田
だ

　陸
りく

斗
と

 くん
（平成 22 年 11 月 7日生）

4 人姉弟の末っ子。生粋の王子。

天
て ん い む ほ う

衣無縫の音楽家であり、独裁者。

自然の中で野菜達と共に育つよ。

 久
ひさし

さん・隆
たか

子
こ

さんの次男（山木）

高
たかはし

橋　カイ くん
（平成 21 年 11 月 16 日生）

いつも元気で笑顔いっぱいのアン

ナちゃん。これからも一緒に色々

なことに挑戦していこうね！

B
ぶらいあん

rianさん・美
み か

佳さんの長女（南条）

小
こ

谷
たに

　アンナ ちゃん
（平成 23 年 11 月 17 日生）

問 アクシスかつらぎ　☎ 055-948-0225

11月30 日（土）
チケット
発売開始

と　き　平成 26年 3月2日（日）
　　　   開場 18：00　開演 18：30
ところ　アクシスかつらぎ　大ホール
チケット　【全席指定】Ｓ席　3,500 円
　　　　　　　　　　  Ａ席　3,000 円
　　　　　※未就学のお子さんの入場は不可
チケット販売所　アクシスかつらぎ、韮山時代劇場
　　　　　　　　ローソンチケット【Ｌコード：43242】
　　　　　　　　チケットぴあ【Ｐコード：213-053】
　　　　　　　　（セブンイレブン、サークルＫ・サンクス）

渡辺真知子・庄野真代・さとう宗幸（ゲスト）
ジョイントコンサート

渡辺真知子
庄野真代

さとう宗幸
（ゲスト）

フレンドシップコンサート
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今 こ そ 求 め ら れ る

市民と行政の
～広域一般廃棄物処理施設建設への道～

■
ご
み
焼
却
施
設
の
稼
働
年
数

■
国
が
推
し
進
め
て
き
た
広
域
化

　

供
用
年
数（
稼
動
年
数
）が
20
年
か
ら
25

年
で
廃
止
を
迎
え
て
い
る
施
設
が
多
く
、

30
年
を
超
え
る
施
設
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理
費
の

上
昇
回
避
、
技
術
革
新
へ
の
対
応
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
新
し
い
施
設
に
更
新
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

き
っ
か
け
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策 廃止時の供用年数

出
典　

廃
棄
物
処
理
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
の
手
引
き

　　　現状からみる

新施設の必要性

老
朽
化
が
進
む

４
つ
の
焼
却
場

  

広
域
化
が
も
た
ら
す

  

メ
リ
ッ
ト　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
削
減

　

近
年
の
処
理
施
設
は
環
境
対
策
面
の

技
術
が
向
上
し
、
有
害
物
質
に
つ
い
て

施
設
建
設
費

　

処
理
量
の
合
計
が
同
じ
で
も
、
２
つ

の
施
設
よ
り
１
つ
の
施
設
を
造
る
方

が
、
建
設
費
は
安
価
と
な
り
ま
す
。

も
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
24
時
間
連
続
運
転
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発

生
も
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性

　

施
設
稼
働
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ
ー（
電

気
、重
油
な
ど
）は
、処
理
量
の
合
計
が

同
じ
で
も
２
つ
の
施
設

よ
り
１
つ
の
施
設
を
稼

働
さ
せ
る
方
が
、
使
用

す
る
量
は
少
な
く
な
り

ま
す
。

平
成
９
年
１
月

国
が
県
に
対
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
削
減

対
策
と
し
て
、
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
策

定
を
指
導
。

平
成
10
年
１
月

県
は
、
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
を
策
定
。

県
内
を
７
圏
域
に
分
割
。
駿
豆
圏
域
は
、

御
殿
場
市
、
裾
野
市
、
沼
津
市
、
三
島
市
、

熱
海
市
、
伊
東
市
、
小
山
町
、
長
泉
町
、

函
南
町
、
清
水
町
、
韮
山
町
、
伊
豆
長
岡
町
、

大
仁
町
、中
伊
豆
町
、修
善
寺
町
、天
城
湯
ヶ

島
町
、
土
肥
町
、
戸
田
村
の
18
市
町
村
で

構
成
。

求め
られ

る
広域

処理

平
成
17
年
７
月

駿
豆
圏
域
内
を
運
搬
効
率
か
ら
２
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
割
。
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
各
市
町
の
施
設

更
新
の
緊
急
度
の
違
い
や
合
併
な
ど
の
理

由
か
ら
、
最
終
的
に
は
伊
豆
市
と
伊
豆
の

国
市
の
２
市
広
域
で
進
め
る
こ
と
に
決
定
。

余
熱
の
有
効
利
用

　

施
設
を
複
数
設
置
し

た
場
合
、
そ
の
施
設
規

模
は
40
ｔ
／
日
と
考
え

ま
す
。
こ
の
施
設
規
模

で
は
、
余
熱
の
利
用
量

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
た

め
、
設
備
投
資
に
比

べ
て
効
果
的
な
結
果

を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

広
域
化
に
よ
り
大
き

な
規
模
の
施
設
と
し
た

場
合
、
熱
回
収
が
効

率
的
と
な
り
発
電
を

含
め
た
余
熱
の
有
効

利
用
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

項目 広域 分散で建設した場合 比較 説　明
施設規模 80t ／日 40t ／日 40t ／日 計

施設建設費 5,600 3,340 3,340 6,680 ▲ 1,040 焼却施設と仮定した場合の試算

用地取得費 750 600 600 1,200 ▲ 450
購入価格 50,000 ／㎡と設定
80t ／日の必要面積 15,000㎡と設定
40t ／日の必要面積 12,000㎡と設定

運営費
（15 年間）
（人件費分のみ）

3,600 3,600 3,600 7,200 ▲ 3,600

薬剤費・点検補修費は同額と設定
（一般的に広域化の方が点検補修費は安価となる）

・人件費は 600 万円／人／年と設定
・１施設当たり 40 人と設定

収集運搬費
（15 年間）
（増加分のみ）

45 0 0 0 45

年間収集運搬車の走行距離増加分
150,000km
ディーゼル車を想定 5km／ℓ走行すると設定、
軽油 100 円／ℓと設定

比　較　合　計 ▲ 5,045

出典「伊豆の国市・伊豆市広域一般廃棄物処理施設　基本構想」

広域化のシミュレーション （単位：100 万円）

　

広
域
（
複
数
自
治
体
）
に
よ
り
ご
み

処
理
を
行
っ
た
場
合
、
施
設
建
設
費
や

環
境
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
メ

リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
建

設
場
所
に
よ
っ
て
は
遠
距
離
と
な
る
こ

と
に
よ
り
増
加
す
る
収
集
運
搬
費
を
は

る
か
に
し
の
ぐ
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

現
在
、
両
市
内
に
は
伊
豆
の
国
市
に

２
つ
・
伊
豆
市
に
２
つ
の
合
計
４
つ
の

焼
却
施
設
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
供
用
開
始
か
ら
25
年
を
超

え
て
お
り
、
こ
れ
は
全
国
に
あ
る
焼

却
施
設
の
平
均
的
な
稼
働
年
数
と
比
較

し
て
、
老
朽
化
し
た
施
設
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　

な
お
、
経
過
年
数
40
年
を
迎
え
る
韮

山
焼
却
場
は
、
県
内
で
１
番
、
全
国
で

も
16
番
目
の
古
い
施
設
で
す
。

伊豆の国市 伊豆市
２市計長岡清掃

センター
韮山焼却場

清掃
センター

土肥戸田衛生
センター

供用開始 S57. ４ S49. 9 S61. 4 S62. 4 ー（経過年数） （31 年） （39 年） （27 年） （26 年）
維持補修費

(H17 ～ 24 の年平均 )
6,112 万円 4,096 万円 8,135 万円 3,085 万円 21,428 万円

県内
最年長！

―
近
隣
市
町
の
建
て
替
え
状
況
―

▼
函
南
町

昭
和
51
年
４
月
〜
平
成
12
年
３
月

　
（
24
年
間
稼
働
）

▼
三
島
市

昭
和
46
年
５
月
〜
平
成
元
年
７
月

　
（
18
年
稼
働
）

施
設
数

通
常
の
ご
み
焼
却
施
設
の

平
均
稼
働
年
数 

20
年
〜
25
年

伊
豆
の
国
市
・
伊
豆
市

共　

同　

特　

集

広域一般廃棄物処理施設の建設に向けた、これまでの取り組みや
今後の計画についてお知らせします。
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■
市
民
検
討
会
の
経
過

第
１
回
市
民
検
討
会　

３
月
21
日

　

 

会
長
お
よ
び
副
会
長

の
選
出
。
伊
豆
の
国

市
・
伊
豆
市
に
お
け

る
ご
み
処
理
の
現
状
、

検
討
テ
ー
マ
・
開
催

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
確
認
。

第
２
回
市
民
検
討
会　

５
月
16
日

　

 

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
施
設
建
設
の
全

体
行
程
、
他
都
市
に
お
け
る
取
り
組
み
事

例
に
つ
い
て
確
認
。
ご
み
焼
却
施
設
の
課

題
に
つ
い
て
整
理
。

第
３
回
市
民
検
討
会　

７
月
25
日

　

 

ご
み
処
理
施
設
の
あ
り

方
の
う
ち
、
環
境
・
安

全
対
策
に
つ
い
て
（
人

と
環
境
に
や
さ
し
い
施

設
づ
く
り
、
安
全
・
安

心
な
施
設
づ
く
り
に
つ

い
て
）検
討
。

第
４
回
市
民
検
討
会　

８
月
29
日

　

 

ご
み
処
理
施
設
の
あ
り
方
の
う
ち
、
地
域

と
の
共
生
・
施
設
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い

て（
迷
惑
施
設
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

す
る
方
法
、
地
域
に
貢
献
す
る
施
設
と

す
る
た
め
に
は
、
な
ど
に
つ
い
て
）検
討
。

第
５
回
市
民
検
討
会　

９
月
24
日

　

 

市
民
検
討
会
報
告
書

（
案
）、
市
民
検
討
会
報

告
総
括（
案
）に
つ
い
て

協
議
。

　

２
市
で
の
ご
み
処
理
施
設
整
備
を
目

的
と
す
る『
伊
豆
の
国
市
伊
豆
市
廃
棄
物

処
理
施
設
組
合
設
立
準
備
会
』
へ
、
市

民
検
討
会
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

市
民
検
討
会
先
進
地
視
察　

７
月
４
日

視
察
先　

　

 

豊
川
市
清
掃
工
場
、
豊
川

市
ゆ
う
あ
い
の
里
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
、
静
岡
市

ふ
れ
あ
い
健
康
増
進
館

『
ゆ
・
ら
・
ら
』調

査
内
容

　

 

地
域
と
の
合
意
形
成
、

環
境
・
安
全
面
の
取
組

み
、
地
域
と
の
共
生
に

関
す
る
取
り
組
み
、
施

設
と
周
辺
住
民
と
の
関

係
を
中
心
に
調
査
。

市
民
意
見
募
集　

９
月
４
日
〜
19
日

意
見
項
目　

　

 

環
境
・
安
全
面
に
お
け
る
望
ま
し
い
施
設

の
あ
り
方
、
地
域
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ

る
施
設
の
あ
り
方
な
ど
を
募
集
。
市
民
４

人
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
。

望ましい施設のあり方

市民検討会
　

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
あ
り

方
市
民
検
討
会
は
、
公
募
に
よ
る
市
民

や
専
門
分
野
、
推
薦
団
体
な
ど
に
よ
り

選
考
さ
れ
た
委
員
17
人
で
構
成
。
両
市

が
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
地
域
の
環
境
と
安
全
に
十
分

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
施
設
が
地
域
振

興
の
核
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
施
設

け
る
こ
と
。

④ 

ご
み
収
集
車
輌
の
搬
出
入
の
分
散
化

や
低
公
害
車
を
採
用
す
る
こ
と
。

① 

積
極
的
な
情
報
の
開
示
と
発
信
な
ど

を
通
じ
て
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
保
つ
こ
と
。

② 

広
く
市
民
の
意
見
を
聞
き
、
そ
の
反

映
を
図
り
つ
つ
、
市
民
と
行
政
が
協

働
の
も
と
で
事
業
を
進
め
る
こ
と
。

③ 

適
正
な
公
共
投
資
と
な
る
よ
う
、
環

境
対
策
も
含
め
施
設
建
設
費
や
維
持

管
理
費
の
抑
制
に
留
意
す
る
こ
と
。

④ 

環
境
問
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど

の
環
境
学
習
機
能
を
備
え
た
施
設
と

す
る
こ
と
。

会長（伊豆の国市小野市長）・副会長（伊豆市菊地市長）へ
報告書を提出する検討委員の皆さん

   

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

   

あ
り
方
市
民
検
討
会
と
は　

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
の
目
線

か
ら
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
次
の
３
つ
の
柱
か
ら

な
る
取
り
組
み
が
、
望
ま
し
い
施
設
の

実
現
に
向
け
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
報

告
を
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。

① 

周
辺
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
、

公
園
機
能
や
イ
ベ
ン
ト
機
能
な
ど
を

有
す
る
こ
と
。

② 

ご
み
の
焼
却
に
伴
っ
て
発
生
す
る
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
施
設
内
空
間
や
敷
地

の
有
効
活
用
を
十
分
に
検
討
し
、
施

設
整
備
を
す
る
こ
と
。

③ 

施
設
は
耐
震
性
に
優
れ
、
防
災
に
役

立
つ
資
機
材
や
非
常
用
発
電
機
、
そ

し
て
浴
室
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
る

た
め
、
避
難
所
や
地
域
防
災
拠
点
と

し
て
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
。

④ 

地
域
住
民
の
雇
用
の
創
出
に
努
め
る

こ
と
。

   

市
民
検
討
会
か
ら
の

   

今
後
に
向
け
て
の
提
言

　

今
日
の
環
境
対
策
・
安
全
対
策
お
よ

び
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
、

ご
み
処
理
施
設
が
持
つ
特
徴
を
活い

か
し

た
地
域
へ
の
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
、
適

切
な
説
明
を
し
た
う
え
で
市
民
と
行
政

が
相
互
の
信
頼
関
係
の
も
と
、
施
設

整
備
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
受
け
入
れ
地
域
に
対

す
る
周
辺
環
境
整
備
の
ほ
か
、
地
域
の

活
性
化
の
た
め
の
交
付
金
に
よ
る
支
援

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

快
適
で
安
全
、
安
心
な
生
活
環
境
創

出
と
地
域
を
支
え
る
多
様
な
事
業
の
発

展
を
目
指
し
、
市
民
と
行
政
が
確
固
た

る
信
頼
関
係
の
も
と
連
携
・
協
働
し
て
、

施
設
整
備
事
業
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

市
民
検
討
会
報
告
書
の
提
出 

 

10
月
７
日　

市民検討会が取りまとめた、
望ましい施設の実現に向けて
必要となる３つの柱　イメージ

① 
環
境
対
策
・
安
全
対
策
を
最
優
先
に

考
慮
し
た
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
。

② 

市
民
参
画
の
も
と
、
排
ガ
ス
に
係
る

自
主
基
準
値
・
測
定
場
所
・
測
定
回

数
の
設
定
や
施
設
運
営
を
監
視
す
る

組
織
を
設
置
す
る
こ
と
。

③ 

排
ガ
ス
濃
度
や
施
設
運
営
に
関
す
る

情
報
は
、
広
く
市
民
に
公
開
す
る
と

と
も
に
、
施
設
内
に
ご
み
処
理
状
況

の
確
認
の
た
め
の
見
学
コ
ー
ス
を
設
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新
施
設
の
建
設
候
補
地
は
、
公
募
で
実
施

し
ま
す
。
公
募
期
間
終
了
後
に
は
、
応
募
の

あ
っ
た
各
候
補
地
の
中
か
ら
、
よ
り
適
切
な

候
補
地
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
候
補
地
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
行
政

の
み
で
行
う
の
で
は
な
く
、〝
市
民
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
出
す
ご
み
を
処
理
す
る
と

い
っ
た
市
民
生
活
に
密
着
し
た
施
設
〞
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
選
定

基
準
づ
く
り
や
評
価
を
行
い
た
い
と
考
え
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
左
記
要
領
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
応
募
を
お
願
い
し
ま

す
。
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

応
募
要
領

▼
募
集
期
間　

11
月
１
日（
金
）〜
20
日（
水
）

▼
応
募
条
件

　

① 

伊
豆
の
国
市
ま
た
は
伊
豆
市
に
居
住
、

も
し
く
は
、通
勤
ま
た
は
通
学
す
る
人
。

　

② 

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
の
考
え
や
ご
意

見
、
ご
提
言
な
ど
を
２
０
０
０
字
以
内

応
募
の
あ
っ
た
建
設
候
補
地
を

　
　
　
　

市
民
目
線
で
検
討
す
る

『
建
設
候
補
地
選
定
委
員
会
』

委
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
は
行
政
主
体
で
、基
本
条
件
を
設
定
し
、

条
件
に
見
合
う
箇
所
を
抽
出
。
候
補
地
を
絞
り
込
み

選
定
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
７
月

〜
平
成
20
年
５
月

　
『
伊
豆
市
堀
切
地
区
』

　

 

地
域
住
民
と
交
渉
し

た
が
、
合
意
が
得
ら

れ
ず
見
直
し
と
し
ま

し
た
。

平
成
20
年
８
月

〜
平
成
25
年
４
月

　

 『
伊
豆
の
国
市
ス

ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
跡

地
』
地
域
住
民
と
交

渉
し
た
が
、
合
意
が

得
ら
れ
ず
白
紙
と
し

ま
し
た
。

【
応
募
者
】

▼
候
補
地
の
地
元
区
長

▼ 

候
補
地
の
敷
地
が
複
数
区
に
ま
た

が
る
場
合
は
、
複
数
区
の
区
長

　
（ 

該
当
す
る
複
数
区
の
自
治
会
の

同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
）

【
募
集
期
限
】

平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）

【
そ
の
他
】

　

相
談
や
説
明
会
、
視
察
な
ど
の
要

望
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

① 地域住民の暮らしを守る安全・
安心な施設
②地域と共生する施設
③市民とともにつくる施設
④経済性に配慮した施設
⑤循環型社会の形成へ貢献する施設

　市民検討会の報告を踏まえ、
新施設の目指す『施設整備のコン
セプト』を次のとおりとしました。

新施設の概要

１．地域づくり支援事業（余熱利用や交付金）

2．施設建設に伴う環境整備

道路整備 非常用発電機の活用 施設内浴槽の活用

3．災害時の施設活用

　市民検討会の報告を踏まえ、新施設を積
極的に受け入れ、地域の活性化を進めてい
こうとする自治会に対し、地域のまちづく
り活動の視点から地域づくり支援事業を実
施します。

反省点
▶市民への情報公開不足。
▶ 行政による一方的な候補
地の選定。
▶ 環境影響・健康影響への
不安が払拭できなかった。
▶ 焼却施設の建設問題が、
建設候補地の地域住民
だけの問題となってし
まった。
▶ 焼却施設と地域が共生す
る姿を提案することがで
きなかった。

地域の活性化を支援

建設候補地を公募

   

行
政
主
体
だ
っ
た
こ
れ
ま
で
の
選
定
方
法

【
好
ま
し
い
条
件
】

▼ 

土
地
利
用
上
の
法
規
制
が
無
い
、

ま
た
は
規
制
解
除
が
容
易
な

こ
と
。

▼ 

幅
員
６
ｍ
以
上
の
道
路
が
近
く
、

搬
入
路
の
確
保
が
で
き
る
こ
と
。

▼ 

水
道
・
電
気
な
ど
の
引
き
込
み
が

容
易
な
こ
と
。

▼ 

土
地
の
形
状
・
地
質
が
整
備
に
適

し
て
い
る
こ
と
。

▼ 

収
集
運
搬
の
効
率
に
優
れ
て
い

る
こ
と
。

地域のまちづくり活動を積極的に支援します

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

 

Ａ
４
・
横
書
き
で
、
文
頭
に
『
テ
ー
マ
』

と
『
名
前
』『
住
所
』『
電
話
番
号
』
を

記
載
く
だ
さ
い
。

　

③ 

右
記
②
を
募
集
期
間
内
に
持
参
ま
た
は

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

採
用
人
数　

２
人
（
選
考
実
施
要
綱
に
よ

り
審
査
し
ま
す
。
採
用
可
否
の
連
絡
は
11

月
下
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。）

▼
委
員
期
間　

12
月
か
ら
約
８
カ
月
程
度　

　
（
会
議
は
８
回
程
度
開
催
を
予
定
）

▼
そ
の
他　

　
・
市
の
規
定
に
よ
り
報
償
を
支
給
し
ま
す
。

　
・ 

応
募
い
た
だ
い
た
『
考
え
や
ご
意
見
、

ご
提
言
』
は
、
今
後
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

広域一般廃棄物処理施設建設へ向け、

二市は皆さんの声を聞きながら、

一歩一歩、歩を進めています。

今こそ求められる市民と行政の協働力。

市民の皆さんと、共に考え、共に歩むため、

今後ともご理解・ご協力をお願いします。

問 広域廃棄物処理対策室
☎ 055-949-8112
〒 410-2192
　伊豆の国市四日町 243
　広域廃棄物処理対策室

例 例

例例例

【
必
須
条
件
】

▼ 
有
効
敷
地
面
積
1.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
程

度
が
確
保
で
き
る
こ
と
。

▼ 

地
権
者
全
員
の
賛
同
が
得
ら
れ

て
い
る
、
ま
た
は
そ
の
見
込
み

が
あ
る
こ
と
。

▼ 

応
募
す
る
こ
と
に
対
し
、
自
治
会

の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　　反省を生かし導き出した〝公募〟という選定方法
　多くの市民に関心を持っていただき、また、地
域の理解を最大限尊重し、市民と行政との協働に
重点を置いた建設候補地の選定とするべく、建設
候補地を公募します。

　新施設の建設は、両市にとって重要かつ緊急の
課題であることをご理解のうえ、多くの自治会か
らのご応募をお願いします。不明な点などありま
したらお気軽にお問い合わせください。

募
集
要
領

項目 概要

処理対象物
可燃ごみ、
剪定枝、
脱水汚泥  など

処理能力 85 ｔ／日

処理方式

焼却方式を暫
定案とするが、
施設基本計画
で決定

建築面積 約 4,000㎡

余熱利用によるハウス栽培 交付金による
コミュニティ活動支援
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問 財務課
☎ 055‐948‐1414

特別会計 歳入 歳出
国民健康保険 61億 9,161 万円 59 億 5,337 万円
後期高齢者医療 4億4,856 万円 4億 3,406 万円
介護保険 34億 3,506 万円 33 億 6,493 万円
楠木及び天野揚水場管理 1,577 万円 1,270 万円
簡易水道等事業 5,436 万円 5,189 万円
下水道事業 15億 9,732 万円 15 億 2,779 万円

企業会計 収入 支出
上水道
事業

収益的 6億 4,788 万円 5億 1,488 万円
資本的 389 万円 5億 8,272 万円

特定の事業の歳入歳出を処理する
ために設置される会計

平成 23 年度　13 万 5,943 円
（5,764 円の減）

一般会計、特別会計、
企業会計を含めた額

一般会計、特別会計、
企業会計を含めた額

地方公共団体の中心となる会計で、
行政運営の基本的な経費を計上。

地方公営企業法が適用さ
れている公営企業の会計

民生費 12 万 8,504 円
総務費 4万 8,978 円
土木費 4万 2,455 円
教育費 3万 5,857 円
公債費 3万 3,379 円
衛生費 2万 8,413 円
消防費ほか 4万 3,068 円
計 36万 654 円

市民一人あたりの行政経費
歳出の市民一人あたりの内訳

固定資産税 6万 5,034 円
市民税 5万 4,122 円
市たばこ税 7,216 円
入湯税 1,884 円
軽自動車税 1,923 円
計 13万 179 円

一般会計

特別会計預金残高 企業会計借入金残高

歳入 188 億 5,077 万円
1 年間に入ったお金

歳出 180 億 5,144 万円
1 年間に使ったお金

平成 24 年度は前年度に比べ、市民一人
あたり 9,468 円の減額となりました。法
人税や県支出金の減少が主な要因です。

平成 24年度は前年度に比べ、市民一人あたり
5,934 円の減額となりました。幼稚園建設事
業費や財政調整基金の減少が主な要因です。

議会
  1 億 8,195 万円  1.0％

農林業費
  3 億 1,187 万円  1.7％

その他 
 7,386 万円  0.4％

商工費
  6 億 7,013 万円  3.7％

消防費
  9 億 1,788 万円  5.1％

分担金及び負担金  4 億 9,161 万円  2.6％
使用料及び手数料  2 億 2,571 万円  1.2％
諸収入  1 億 8,462 万円  1.0％
その他自主財源  1 億 2,134 万円  0.6％

基金現在高　48 億 7,476 万円
（前年度より 2億 2,278 万円減）

市民一人当たり　9万 7,394 円

市債現在高　248 億 5,917 万円
（前年度より 1億 5,176 万円減）

市民一人当たり　49 万 6,667 円

市議会９月定例会で、伊豆の国市の平成 24 年度決算が承認されました。

決算とは、皆さんの税金や国・県からの補助金などが市にどのくらい入り、

どのように使われたかという『市の家計簿』のことです。

昨年度１年間の、市の家計のやりくりをお知らせします。

地方消費税交付金  4 億 7,481 万円  2.5％
県支出金  9 億 7,305 万円  5.2％

地方譲与税  1 億 8,871 万円  1.0％
その他の依存財源  2 億 6,110 万円  1.5％

市民一人あたりの市税負担
市税負担の市民一人当たりの内訳

伊豆の国市の対象人口
（住民基本台帳）

平成 24 年度末　50,052 人

市民一人あたり

平成 23年度　38 万 6,092 円
　　　　　　   ↓     9,468 円減
平成 24年度　37万 6,624 円

市民一人あたり

平成 23年度　36 万 6,588 円
　　　　　　   ↓     5,934円減
平成 24年度　36万 654 円
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11
月
・
12
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間

税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

納
税
は
国
民
の
三
大
義
務
の

ひ
と
つ
で
す
。
納
付
し
て

い
た
だ
い
た
税
金
は
、
教
育
、
社

会
福
祉
、
道
路
や
河
川
な
ど
の
公

共
施
設
の
整
備
や
維
持
管
理
、
そ

の
他
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

な
重
要
な
財
源
と
な
り
ま
す
。　

　

市
税
の
滞
納
は
財
政
を
圧
迫

し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

納
期
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
た

大
多
数
の
人
と
の
公
平
性
を
欠
く

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
や
む
を
得

な
い
理
由
で
一
時
的
に
納
付
で
き

な
い
人
と
、
納
付
で
き
る
の
に
納

付
し
な
い
滞
納
者
と
を
見
極
め
、

法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
滞
納
処

分
を
行
い
ま
す
。

厳
格
な
滞
納
整
理
を
行
っ
て
い
ま
す
～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
も
活
用

 

税
金
の
納
付
が
遅
れ
る
と
…

　

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
納
付
す
る
と
、
そ

の
遅
延
し
た
税
額
に
対
し
て
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
督
促
状
が
発

せ
ら
れ
る
と
督
促
手
数
料
（
一
通
に
つ
き

１
０
０
円
）も
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

延
滞
金
は
、
納
付
期
限
の
日
か
ら
納
め

る
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
年

14
・
６
％（
納
期
限
後
１
カ
月
は
４
・
３
％

た
だ
し
平
成
25
年
の
場
合
）の
割
合
で
す
。

 

税
金
を
納
め
ず
に
い
る
と
…

　

税
金
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

け
な
か
っ
た
人
に
は
、
ま
ず
督
促
状
を
送

付
し
ま
す
。
督
促
状
を
送
付
し
て
も
納
付

い
た
だ
け
な
い
人
に
は
、
催
告
書
や
電
話

な
ど
で
納
付
の
お
願
い
を
行
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
納
付
い
た
だ
け
な
い
滞
納
者
に

は
、
不
動
産
、
動
産
、
債
権
な
ど
の
差
押

え
を
行
い
ま
す
。
差
押
え
は
個
人（
ま
た
は

法
人
）の
生
活
・
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
大
変
厳
し
い
強
制
処
分
で
す
。

ストップ！

滞 納

問 

徴
収
対
策
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）２
９
１
２

 

ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

病
気
や
失
業
、
事
業
廃
止
や
経
営
不
振
等

や
む
を
得
な
い
理
由
で
納
期
内
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
徴
収
対
策
課
（
伊
豆
長

岡
庁
舎
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
付
時

間
は
、
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。

タイヤロックによる
差し押さえ（車輪止め）

【 滞納処分の流れ 】差
押
え
た
物
件
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
な
ど
を
利
用
し
て
売
却
す
る
強
制
換
価

処
分
を
行
い
ま
す
。
こ
の
強
制
換
価
処
分

は
、
大
切
な
市
税
を
確
保
す
る
た
め
に
や

む
を
得
ず
行
う
最
終
的
な
処
分
で
す
。

※ 

税
金
は
法
律（
地
方
納
税
第
14
条
）に
よ

り
借
入
金
を
含
む
す
べ
て
の
債
権
よ
り

優
先
さ
れ
ま
す
。

健全化判断比率（平成 24年度決算）

判断比率項目 伊豆の国市判断比率
（平成 23度判断比率）

早期
健全化基準

実質赤字比率
―※
（－）

13.09％

連結実質赤字比率
―※
（－）

18.09％

実質公債費比率
8.8％

（9.7％）
25.0％

将来負担比率
66.3％
（60.6％）

350.0％

資金不足比較（平成 24年度決算）

公営企業会計の
名称

伊豆の国市の
資金不足比率

経営健全化
基準

上水道事業会計 ―※ 20.0％

簡易水道等事業
特別会計

―※ 20.0％

下水道事業
特別会計

―※ 20.0％

※ 赤字額や資金不足額がなく、比率が算出
されない場合は『―』で記載しています。

　伊豆の国市の健全化判断比率や資金不足比率において、
基準を超える（問題のある）数値はありませんでした。

税
務
署
が
出
張
説
明
し
ま
す

年
末
調
整
＆

青
色
決
算
説
明
会

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
25
年
分
の
年
末
調

整
・
青
色
決
算
な
ど
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き

　

11
月
19
日（
火
）

　

①
13 

時
15
分
〜
14
時
55
分

　

年
末
調
整
等
説
明
会

　
（ 

法
人
、
個
人
の
源
泉
徴

収
義
務
者
）

　

②
15
時
00
分
〜
15
時
40
分

　

青
色
決
算
等
説
明
会

　
（
個
人
の
青
色
申
告
者
）

と
こ
ろ

　

ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ

　

多
目
的
ホ
ー
ル

持
ち
物

　

 

郵
送
さ
れ
た
年
末
調
整
関

係
の
書
類

＊ 

関
係
書
類
が
不
足
し
て
い

る
場
合
は
、
会
場
ま
た
は

税
務
署
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

□ 

実
質
赤
字
比
率

　

 

一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻

度
を
示
し
ま
す
。

□ 

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

 

全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を

合
算
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体

の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

□ 

実
質
公
債
費
比
率

　

 

借
金
の
返
済
額
や
こ
れ
に
準
じ

る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、資
金

繰
り
の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

□ 

将
来
負
担
比
率

　
 

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
等
の
現
時

点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化

し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可

能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示
し

ま
す
。

□ 

早
期
健
全
化
基
準

　

 

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
ひ
と

つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
以
上

に
な
っ
た
場
合
は
、
財
政
健
全

化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

財
政
健
全
化
法
が
わ
か
る

用
語
解
説

健全化判断比率・資金不足比率

  平成 26 年１月から

帳簿等の保存制度の対象者拡大　
　平成 26 年１月から、事業所得、不動産所得または山林
所得を生ずべき業務を行うすべての人に、記帳と帳簿書類
の保存が必要となり、この制度は所得税の申告が必要ない人
も対象です。
　詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）を
ご覧いただくか、税務署にお問い合わせください。

問 三島税務署
☎ 055-987-6711
自動音声案内「２」を選択
→ 年末調整等説明会については
　法人課税部門
→青色決算等説明会、記帳・帳簿
　等の保存制度については個人課
　税部門
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市
民
参
加
に
よ
る
事
業
評
価
委
員
会
を
開
催

大
切
な
税
金
、
市
民
の
た
め
に
正
し
く
使
え
て
い
ま
す
か
…

現
在
市
が
行
っ
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
（
事
業
）
の
内
容
に
つ
い
て
、

有
識
者
と
市
民
で
構
成
す
る
評
価
委
員
・
市
民
判
定
員
が
評
価
を
行
い
ま
す
。

※
評
価
委
員

　

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
兼
ね
る
学
識
経

験
者
１
人
と
、
有
識
者
２
人
、
公
募
に

よ
る
市
民
委
員
２
人
の
計
５
人

※
市
民
判
定
員

　

市
民
か
ら
選
任
し
た
30
人
程
度

問 

政
策
企
画
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
３

１委員
会
の
日
程

と
き

　

 

11
月
９
日（
土
）・
10
日（
日
）・

　

16
日（
土
）・
17
日（
日
）

　

い
ず
れ
も
13
時
か
ら
17
時

と
こ
ろ

　

市
役
所
大
仁
庁
舎　

２
階
会
議
室

２委員
会
の
進
め
方

　

１
つ
の
事
業
に
つ
い
て
50
分
を
目
安

に
、『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
』
の
進
行
に

よ
り
評
価
を
行
い
ま
す
。

① 

市
担
当
職
員
に
よ
る
事
業
概
要
の
説
明

（
５
分
）

② 

評
価
委
員
に
よ
る
市
担
当
職
員
へ
の
質

疑
（
35
分
）

③ 

議
論
に
基
づ
く
評
価
委
員
と
市
民
判
定

員
に
よ
る
評
価
（
５
分
）

④ 

評
価
結
果
の
発
表
お
よ
び
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
講
評
（
５
分
）

韮山竹灯籠まつり
重要文化財・江川邸内に設置された竹灯籠が、あなたを幻想
的な夜にいざないます。

と　き　11月16 日（土）・17日（日）
　　　　16：30～ 20：30（入場は 20：00まで）
ところ　江川邸【重要文化財】（韮山韮山 1番地）
　　　　※韮山駅から江川邸へシャトルバスを随時運行します。
その他　 江川邸の観覧コースは舗装されていません。足元は竹

灯籠の灯りだけで薄暗くなっています。歩きやすく滑
りにくい靴でお越しください。

　　　　※ 指定の場所、指定の時間帯以外での写真撮影はご遠
慮ください。

　　　　※一脚、三脚を利用した写真撮影は 20時以降です。
協　力　 （公財）江川文庫・NPO日本の竹ファンクラブ・韮山金

谷の里夢くらぶ

下駄ダンスコンテスト
下駄を履いたダンスコンテストを開催。世界中で活躍し
ているプロダンサーたちによるダンスパフォーマンスも
必見です。下駄の音が響き渡る会場にぜひ足をお運びく
ださい。
優勝チームを予想し、当てた人には抽選で素敵な景品を
プレゼント !!

と　き　11月24 日（日）10：00 ～ 15：00
ところ　長岡総合会館アクシスかつらぎ
その他　外会場で飲食ブースを出店（ご当地グルメなど）
ゲストパフォーマンス　
　　　　SUJI TAP DANCE with 博多金獅子太鼓 
問 伊豆の国市観光協会　☎ 055-948-0304

問 農業振興課　☎ 055-949-6813

問 伊豆箱根鉄道（株）鉄道部運輸課
☎ 055-977-1207

三島市・函南町・伊豆の国市・伊豆市と、伊豆箱
根鉄道（株）の協力のもと開催しています。

修善寺もみじ
ウォーキング

と　き　 11月23日（土）
　　　　スタート受付 8：30～ 11：00
　　　　ゴール受付 15：30まで
コース　 三島田町駅をスタート・ゴールに、

伊豆箱根鉄道本社や三島大社などを
巡ります。約11ｋｍ（約 2時間 25 分）

と　き　 12月7日（土）
　　　　スタート受付 8：30～ 11：00
　　　　ゴール受付 15：30まで
コース　 修善寺駅をスタートに、修善寺虹の

郷や湯舟口などを周り、ゴールの独
鈷の湯までを巡ります。

　　　　Ａコース約14km（約 3時間 40 分）
　　　　  B コース約8.5km（約 2時間 10 分）

食と電車の
フェスタウォーク

３結果
の
取
り
扱
い

　

事
業
評
価
委
員
会
で
の
評
価
結
果
は
、

各
事
業
に
対
す
る
最
終
判
断
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

評
価
結
果
お
よ
び
議
論
の
内
容
を
尊
重

し
つ
つ
、
各
事
業
担
当
課
で
事
業
の
自
己

評
価
を
行
い
、
次
年
度
の
当
初
予
算
要
求

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
自
己

評
価
の
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
。

　会議や集まりを主宰したり、司会をする立場の人
が、参加した人の意見を十分に引出し、上手にかじ
取りをすることで、いい結果を出すための手法を演
習をしながら学ぶ講座です。参加費無料、電話でお
申し込みください。
と　き／ 12 月 8日（日）10：00 ～ 16：00
ところ／アクシスかつらぎ多目的ホール

人と地域がつながる『話し合い』の極意を学ぶ
～結果を出すファシリテーション実践講座～

講座内容／ 『地域』『福祉』『介護』といった内容を
中心に進行しますが、さまざまな場面で
活用のできる講座です。

締切り／ 11月 29日（金）
その他／ 昼食をご希望の人は、申込み時に注文がで

きます。
問 高齢者支援課　☎ 0558-76-8010

講師／丸山法子  先生
リエゾン地域福祉研究所
社会福祉士・介護福祉士など
福祉分野のスペシャリスト

下駄の音を会場に響き渡らせる昨年の出場者

幻想的なひとときを

お楽しみください

評
価
の
方
法
は
、「
行
政
の
関
与
が

必
要
か
」「
誰
が
や
る
べ
き
か
」「
手

法
は
適
切
か
」
な
ど
の
視
点
か
ら
、
公
開

の
場
で
「
評
価
委
員
」
と
市
職
員
が
議
論

を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
議
論
を
踏
ま
え
、
事
業
ご
と
に

「
評
価
委
員
」
お
よ
び
「
市
民
判
定
員
」

が
「
継
続
」「
廃
止
」「
要
改
善
」「
民
間

が
実
施
」「
国
・
県
が
実
施
」
の
い
ず
れ

か
に
判
定
し
ま
す
。

傍
聴
は
自
由
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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　9月 17 日　100 歳の長寿に花束を贈呈
ますます元気でいてほしい

　小野市長は、今年 100 歳を迎える大川すついさん

（小坂）を訪ね、長寿の祝いの言葉と花束を贈りました。

　『季節の移り変わりなどの自然を楽しむこと』を健

康の秘
ひ

訣
け つ

にあげるすついさんは、今から 7 年後の東

京オリンピック開催を楽しみにしているそうです。

　市では毎年 100 歳となる市民に記念品を贈呈して

います。本年度の該当者は 17 人。９月 17 日現在の

最高齢は 106 歳の女性です。

　秋晴れに恵まれたこの日、韮山小学校、

韮山南小学校、大仁北小学校で運動会が

行われました。

　子どもたちは懸命に走り、懸命に踊り、

日頃の成果を存分に発揮しました。

　9月 21 日　『坦庵フェア 2013』を開催

反射炉前で幻想的な空間を楽しむ

　世界遺産登録を目指す韮山反射炉で、『坦庵フェア

2013 ～韮山反射炉世界遺産への創造』を開催し、

多くの市民でにぎわいました。

　イベントは昼の部（勇壮）と夜の部（幻想）の二部

制で開催。反射炉前に設置された特設ステージでは、

さまざまな催しを行いました。夜の部ではライトアッ

プされた反射炉を背に四重奏やオペラが披露され、来

場者は幻想的な空間に流れる演奏を楽しみました。

韮山小

韮山小

韮山南小

韮山南小

大仁北小

大仁北小

9 月
28 日
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　10月 13 日　てつざえもんの着ぐるみをお披露目

永遠の 16歳、着ぐるみデビュー

　韮山反射炉 PR キャラクターてつざえもんの着ぐる

みが完成し、韮山反射炉で初お披露目されました。登

場した『立体版てつざえもん』は、小野市長とともに、

反射炉の世界遺産を目指すことを宣言しました。

　着ぐるみは、市民から構成される韮山反射炉応援団

が作成。観客からは「可愛い」「鼻の大砲が動いて面

白い」などの声があがり、早くも大人気です。世界遺

産登録を目指して、これから忙しい日々が始まります。

　10月 3日　神田橋で国交省と合同訓練を実施

浸水被害を想定、災害対策車両を操作

　国土交通省沼津河川国道事務所と市は合同で、災害

対策車両操作訓練を、神田橋樋
ひ

管
か ん

付近（神島地区）で

実施しました。今回の訓練は、台風や大雨などによる

同地区の浸水被害を想定し、水害時における災害対策

車両の操作技術の習得を目的としたものです。

　参加した市役所職員は、国交省職員の指導を受けな

がら排水ポンプ車などを操作し、鍋沢川から深沢川へ

排水する訓練を約 40 分かけて行いました。

　9月 28 日・29 日　狩野川 100kmサイクリングを開催

秋の風情を楽しみながら 900 人が快走

　今年で 14 回目となる狩野川 100 ｋｍサイクリングが、

狩野川中島運動公園特設会場をスタート・ゴールに行われ、

県内外から多くの自転車愛好家が集まりました。

　28 日は頼朝ゆかりの地をはじめとする、伊豆の国市の名

所・旧跡を巡る伊豆の国ポタリングコースが、

29 日には 100 ｋｍコース、50 ｋｍコー

スが用意され、二日間でおよそ 900 人が参

加しました。爽やかな秋晴れの下、狩野川の

風光明美な景色を見ながら、サイクリングを

楽しみました。

1．沿道の声援に答える参加
者　２．秋の彼岸花が選手を
迎える　３．爽やかな秋空の
下、快走する参加者　４．城
山の麓に集結する 900 人の
自転車愛好家

１

２

３ ４
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3
文化の日

4
振替休日

5 6

10 11 12 13

17 18 19 20

24 25 26 27

1 2

7 8 9

14 15 16

21 22 23
勤労感謝の日

28 29 30

納期限 11月 11 日
・個人市県民税（特別徴収）10月分
納期限 12月 2日
・上下水道料金（墹之上、天野、小坂、戸沢、江間、富士見、
  長瀬、花坂、韮山北部地区、大仁地区）（口座振替日12月2日）
・後期高齢者医療保険料　第 4期分
・介護保険料　第 4期分
・国民健康保険税　第 5期分

韮3カ月児相談ブックスタート
休日のごみの持ち込み受付
（9:00～12:00 ／環衛）

休日のごみの持ち込み受付
（9:00～12:00 ／環衛）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

おもちゃ掃除10:30～10:45

 誕生日会 10:30～11:00
（11 月生まれの子、要予約）

1歳6カ月児健診 韮

のびのび広場 韮

フッ素塗布 韮

ぷちゆめワーク（13:30 ～
15:30 ／障福）

ぷちゆめワーク（13:30～
15:30 ／障福）

健康・栄養よろず相談（9:30
～ 10:30）韮

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

おはなし会（中央図書館／
11:00～11:30）

おはなし会（長岡図書館／
14:30～15:00）

2歳児健診 韮

おはなし会 10:30～10:45

リズム遊び10:30～11:00

発達相談 10:00～11:30

発達相談 10:00 ～11:30

おはなし会 11:00～11:20 消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

親子体操 10:30～11:30

人権・行政相談（13:30～　
　16:00 ／社福・市民）

フッ素塗布 韮

3歳児健診 韮

ぷちゆめワーク（13:30～
15:30 ／障福）

観商：観光商工課
　　　☎ 055-948-1480
環衛：環境衛生課
　　　☎ 055-949-6805
障福：障がい福祉課　　
　　　☎ 0558-76-8007
学教：学校教育課
　　　☎ 055-948-1453
政企：政策企画課
　　　☎ 055-948-1413
文振：文化振興課
　　　☎ 055-949-8600
危管：危機管理課
　　　☎ 055-948-1482
社教：社会教育課
　　　☎ 055-948-1461
社福：社会福祉課
　　　☎ 0558-76-8006
市民：市民課（伊豆長岡
庁舎）☎ 055-948-2901
議会：議会事務局
　　　☎ 055-948-1417

たんぽぽひろば
　　　☎ 0558-76-6006
すみれひろば

　　　☎ 055-949-0823
 図書館への問合せは

　 中央図書館
　　　☎ 0558-76-5566

 健診や予防接種な
どの問合せは

　　  健康づくり課
　　　☎ 055-949-6820

のびのび広場 韮

○ ウエイトトレーニング講習会
　（長岡体育館／ 19:00 ～
　 21:00 ／社教）

3 日 河野内科医院（南條／☎ 055-940-2355）

4 月 江間クリニック（南江間／☎ 055-947-1238）

10 日
韮山医院（四日町／☎ 055-949-1036）
村田内科クリニック（吉田／☎ 0558-76-8866）

17 日
杉田整形外科（函南町／☎ 055-949-7770）
青山内科クリニック（伊豆市／☎ 0558-74-2111）

23 土 杉本医院（南條／☎ 055-978-2320）

24 日
函南さくらクリニック（函南町／☎055-979-1666）
紀平クリニック（伊豆市／☎ 0558-72-5521）

○ 消防フェスタ 2013（9:45
　 ～ 14:00 ／危管）

婦人科・骨検診

ぷちゆめワーク（13:30～
15:30／障福）

おはなし会（韮山図書館／
14:00～14:30）

制作 10:00～11:30

制作 10:00～11:30

親子体操 10:30～11:30

発達相談 10:00～11:30

身体測定

制作 10:00～11:15

身体測定・育児相談

○ 芸妓まつり（楽山やすだ／
　 13:30 ～／観商）

○ 芸妓まつり（おおとり荘／
　 13:30～／観商）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

○ 伊豆長岡商工祭　（9:30 ～　
　 14:00 ／観商）

○ 子ども作品展（学教）

○ 子ども作品展（学教）

○ 下駄ダンスコンテスト・温
　 泉まんじゅう祭（10:00 ～
　 15:00 ／観商）

○ 子ども・若者育成支援大会
　 （13:00～／社教）

○ 市町対抗駅伝競走大会
　 （10:00 スタート／社教）

消費生活相談（9:00～16:00
／観商）

交通安全教室10:30～11:30

親子ふれあい遊び 10:30 ～
11:30

歯磨き講習会10:30～11:30

制作 10:00～11:15

リズム遊び10:45～11:15

交通安全教室10:30～11:30

秋季全国火災予防運動

消すまでは
出ない
行かない
離れない

11月9 日（土）～15 日（金）

※詳しくは、田方医師会ホームページ（http://www.tagata-ishikai.jp/index.html）をご覧ください。

障害者相談会（9:30～12:00
／障福）

火  ｔｕｅ 水   wed 木  ｔｈｕ 金  ｆｒｉ 土  ｓａｔ

平成 25年
2013 年

省略記号のご案内

伊豆長岡庁舎 相談情報

すみれひろば情報
たんぽぽひろば情報
図書館情報

図書館休館日

韮山庁舎
大仁庁舎
アクシスかつらぎ

韮山時代劇場

休日の診療医　9：00 ～ 17：00
必ず病院に電話、または田方中消防署（☎ 0558-76-0119）で確認を。

長岡保健センター

韮山福祉・保健センター韮

大仁保健センター

伊豆保健医療センター
【夜間急患室】☎ 0558-76-0111

ごみの持ち込み受付

健診情報
子育て情報

月  ｍｏｎ

市役所開庁日：月曜日～金曜日 8:30 ～ 17:15（木曜日は市民課ほか 19:00 まで延長）
市役所閉庁日：土・日・祝日と年末年始

月
日  ｓｕｎ

6カ月児相談 韮

○ 伊豆の国 JAZZ8 !（10:00 ～
　 ／文振）

○ 伊豆の国市議会12月定例会
　 初日　※ 12月 19日まで
　 （9:00 ～／議会）

○ 事業評価委員会（13:00 ～
　 17:00 ／政企）

○ 事業評価委員会（13:00 ～
　 17:00 ／政企）

○ 事業評価委員会（13:00 ～
　 17:00 ／政企）

○ 事業評価委員会（13:00 ～
　 17:00 ／政企）



2013.11.1 （カレンダー裏・右）

賞 学校 学年 名前

入選

大仁中学校 1年
岡山椋太
吉田智哉

韮山中学校 1年
小嶋将大
和泉百合愛
宮崎帆乃花

佳作

大仁中学校 1年

市川澪
谷蔵人
古屋悠翔
佐藤来夢

韮山中学校

3年 伊賀さな

1年

白井愛羅
伊東裕香
宇野舞
山下奈々
西島千絵

賞 学校 学年 名前

入選
長岡南小学校 6年

竹田優希
杉山はるき
杉山由莉

韮山南小学校 6年 白井琴菜
韮山小学校 6年 髙田宥大

佳作

長岡南小学校 ６年
廣野天那
狩野海生

長岡北小学校 ６年 稲葉歩夢

韮山南小学校 ６年
稲本萌花
鈴木亜美

韮山小学校 ６年 松井あみ

大仁小学校 ６年

鈴木美奈
日吉桜楽
古屋千紗子
相原菖

　市内小中学校から 638 点の応募があり、小学生・
中学生の入選・佳作が決定いたしました。入選作品
は、静岡県のポスターコンクールに出展いたします。
　たくさんの力作をご応募いただきありがとうござ
いました。

ポスターで明るい選挙を啓発

伊豆の国市明るい選挙啓発ポスターコンクール

入賞者決定

【中学生の部】【小学生の部】

県
庁
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の
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技
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ま
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の
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。
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』
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督
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会
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と　き　11 月 30 日（土）10：00 スタート
コース　県庁前～静岡市内～草薙陸上競技場
　　　 （11 区間 42.195km）

問 

社
会
教
育
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

チーム内で競い合いながら
練習する選手たち

問 総務課　☎ 055-948-1411
作品を選ぶ審査員

今月のおすすめ  　～ようこそ、静岡へ～

静岡市の久能山東照宮にある徳川
家康の遺品、日本最古の西洋時計を
めぐり、江戸初期の日本外交と「国
際人・家康」の姿を考察する。【中央】

『家康公の時計 四百年を越えた奇
跡』落合偉洲 ( 著 ) ／平凡社

カメラを片手に、気軽に富士山へ出
かけましょう。関東近郊の 25路線
とともに、観光情報も掲載。【中央】

『富士鉄 世界遺産・富士山と列車
を撮る週末ぶらり旅』佐々倉実（文・
撮影）／講談社

世界遺産 富士山と

図書館カレンダー
モバイル版QRコード

図書館ホームページ  http://www.izunokuni.library-town.com/　問  中央図書館　☎ 0558-76-5566（月曜休館）

～ブックスタート～
月に一度、大勢の赤ちゃんに会う
日。それは、３ヶ月児健康相談の
会場で、絵本を通じた赤ちゃんと
の触れ合いを薦める、ブックス
タートの日です。本が好きな子に
なるかな、いつかまた図書館で会
えるかな、と思いながら絵本を渡
します。

■赤ちゃんにも絵本を

県外のお友達を案内して出かける
なら、どこに行きましょう？今回
紹介する本やガイドを参考に、あ
なただけのおすすめコースを作っ
てみては？

び
ー
ぐ
る
ん

・『しずおか自転車ツーリング  地元のサイクリストが選んだ厳選コースガイド』
　静岡新聞社（編）【中央】
・ 『伊豆の国頼朝サイクリング＆ウォーキングラリーコースマップ』 
　伊豆の国市観光協会（発行）【中央】…2012年に実施したラリーのマップ。
・『伊豆の国市歴史巡りまるごとマップ』伊豆の国市（発行）【中央】
・『 静岡県のすごい産業遺産Ⅰ～Ⅲ』静岡県（発行）【中央・韮山】…近代の産
業発展に貢献した建造物群を紹介。韮山反射炉はⅠ巻に掲載。

2013.11.1 （カレンダー裏・左）

と　き／12 月 1日（日）
　　　　  開場 14：30　開演 15：00
ところ／アクシスかつらぎ　大ホール
出　演／Ｎ響団友オーケストラ
　　　　 井上あずみ（となりのトトロ「さんぽ」など）
　　　　木村弓（千と千尋の神隠し「いつも何度でも」など）
　　　　本名陽子（耳をすませば「カントリーロード」など）
チケット／
【全席指定】一般 2,000 円　中学生以下 500 円
　　　　 　※３歳未満のお子さんの入場は不可

チケット販売所／
　アクシスかつらぎ、韮山時代劇場
　ローソンチケット【Ｌコード　42033】
　チケットぴあ【Ｐコード　205-486】
　（セブンイレブン、サークルＫ・サンクス）

と き／111222 月月月月 1日日日（日（日（日））））

と　き／平成 26年 1月26 日（日）
　　　   開場 13：30　開演 14：00
ところ／アクシスかつらぎ　大ホール
出　演／桂文珍・春風亭小朝
チケット／
【全席指定】Ｓ席 3,500 円、Ａ席 3,000 円
　　　　　※未就学のお子さんの入場は不可
チケット販売所／
　アクシスかつらぎ、韮山時代劇場
　ローソンチケット【Ｌコード：432-031】
　チケットぴあ【Ｐコード：42915】
　（セブンイレブン、サークルＫ・サンクス）

新春伊豆の国寄席

桂文珍・春風亭小朝
東西名人会

新

桂チケット
好評
発売中

　問 アクシスかつらぎ　☎ 055-948-0225
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と　き　11月10日（日）
　　　　9：45~14：00　＊雨天中止
ところ　韮山時代劇場

内　容　 スタンプラリー…豪華景品を
ゲットしよう！

　　　　 体験エリア／消防はしご車・
ポンプ車乗車体験、放水体験、
救命体験、ぬり絵コーナー

　　　　 消防ものしり王決定戦／豪華
景品が当たるクイズ大会

　　　　 イベント／園児パフォーマン
ス（韮山保育園・ちとせ保育
園・長岡保育園・田京幼稚園）、
女性消防隊による寸劇、模擬
火災訓練披露、餅投げなど

※ 駐車場に限りがあります。公共交通
機関をご利用ください。

災害時には電話がつながりにくくなり
ます。家族の安否確認の方法を決めて
おきましょう。災害時伝言ダイヤル
『１７１』を活用しましょう。

広域災害が発生した場合、救援物資の到
着に日数がかかることが予想されます。
水や食料を１週間分備えておきましょう。

・水は１人当たり１日３リットルが目安。
・ 調理せずに食べられる非常食のほか、
缶詰やレトルト食品、カップ麺など、日
常の食料品もうまく活用し、無理のない
備蓄をしましょう。

問 危機管理課　
☎ 055-948-1482

　11 月は静岡県が定める『地震防災強
化月間』です。また、12 月の第１日曜
日は『地域防災の日』です。
　６月に発表された静岡県第４次地震
被害想定では、従来の想定東海地震よ
りも、さらに広域の地震災害が想定さ
れています。

● 12月 1日（日）は地域防災の日

　地域防災訓練に全員参加しましょう
　午前９時に、訓練地震発生の合図として、同報無線のサイレンを鳴らします。
同時刻、静岡県から携帯電話の『緊急速報メール』が試験配信されます。

（ 対応機種のみです。受信可否などは、各携帯電話会社や販
売店でご確認ください。）

※ 当日、近隣市町で独自の緊急速報メールの試験配信を予定してい
るところがあります。市境付近では、他の市町が発信したメール
を受信してしまうことがあります。訓練なのでご注意ください。

大きな地震が

発生したら…

12 月１日（日）午前９時の
同報無線サイレンに合わせ、
右の手順①～③を実践してみ
ましょう。

　こうした中、地震防災の原点に回帰
し、自然が持つ大きな力を正しく理解し、
自らの命を守るための防災対策に、自主
的に取り組む必要があります。
　12 月１日は、市内各地区で地域防災
訓練が実施されます。市民全員参加しま
しょう。

サービスの開始時期
◆震度 6弱以上の地震の発生
◆災害発生等で電話が相当混み合っている時
◆ 警戒宣言後、状況に応じて （毎月 1日と 15日、
1月 1日～ 3日には、24時間体験利用ができます）

被災地内のＮＴＴの自宅電話番号

録音／再生時のダイヤル方法
録音時間／１伝言 30秒以内

1 1 0 × ×71 … … … …× × × × × × ×

1 2 0 × ×71 … … … …× × × × × × ×

３
家族の安否
確認方法

２
1 週間分の
備蓄を

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

消防フェスタ
地震発生時、家屋や家具による被害に合わないた
めにも、事前に対策を講じましょう。
※行政による助成制度をお知らせします。

① 建物倒壊から命を守るため、
　耐震診断・耐震補強を行いましょう。
　 昭和 56年５月以前に建てられた木造住宅の場合は、補助制度が
利用できます。　　　　　　　問 都市計画課　☎ 055-948-2909

② 家具の転倒や散乱から身を守るため、家具の固定を行いましょう。
　 次のいずれかに該当する場合は、ご自宅の家具を６台まで無料
で固定する制度が利用できます。
　・65歳以上のみの世帯
　・障がいの程度が１級・２級の人のみの世帯、またはその人と
　　同居する世帯
　・ 要支援・要介護者の人のみの世帯、またはその人と同居する  
      世帯　　　　　　　　　　　問 危機管理課　☎ 055-948-1482

１
わが家を
強固に

巨大地震　そのとき、 あなたはどうする？

◆録音するときは



問 文化振興課
☎ 055-949-8609

問 世界遺産推進課
☎ 055-948-1425

第 19回
『明治日本の産業革命遺産』

エリア 6　長崎（前編）

　

長
崎
エ
リ
ア
の
構
成
資
産

は
、
小こ

す
げ
し
ゅ
う
せ
ん
ば
あ
と

菅
修
船
場
跡
、
高
島

炭
坑
、
端は

し
ま島

炭
坑
、
旧
グ
ラ

バ
ー
住
宅
と
、
長
崎
造
船
所

の
稼
働
資
産
で
あ
る
第
三
船

渠
、
旧
木き

が
た
ば

型
場
、
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
・
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ク

レ
ー
ン
、
占

せ
ん
し
ょ
う
か
く

勝
閣
の
合
計
８

つ
で
、
す
べ
て
が
長
崎
市
内

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら

今
月
は
、
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の

商
人
ト
ー
マ
ス
・
ブ
レ
ー
ク
・

グ
ラ
バ
ー
は
、
安
政
６
年

（
１
８
５
９
年
）、
開
港
と
同

時
に
長
崎
に
来
て
グ
ラ
バ
ー

商
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
グ

ラ
バ
ー
商
会
は
、
幕
末
か
ら

太
平
洋
戦
争
後
ま
も
な
い

昭
和
25
年
（
１
９
５
０

年
）、
韮
山
村
山
木
（
当
時
）

で
行
わ
れ
た
堂
川
の
河
川
改
修

工
事
の
際
、
多
く
の
弥
生
土
器

片
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

土
器
出
土
を
契
機
に
、
明
治

大
学
考
古
学
研
究
室
を
中
心
に

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
山
木
遺
跡
の
発
掘
調
査

明
治
に
か
け
て
造
船
・
炭

坑
・
鉄
道
な
ど
の
分
野
で
外

国
の
機
械
技
術
を
導
入
し
た

ほ
か
、
坂
本
龍
馬
を
始
め
と

す
る
志
士
た
ち
を
陰
で
支
え

る
な
ど
、
日
本
の
近
代
化
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

文
久
３
年
（
１
８
６
３

年
）、
グ
ラ
バ
ー
は
南
山
手

に
商
取
り
引
き
や
住
ま
い
の

拠
点
と
し
た
住
宅
を
建
て
ま

す
。
同
建
物
は
、
現
在
も
旧

グ
ラ
バ
ー
住
宅
と
し
て
保
存

さ
れ
、
木
造
西
洋
建
築
と
し

て
は
日
本
最
古
の
遺
構
で

す
。
昭
和
36
年
（
１
９
６
１

年
）
に
主
屋
と
附
属
屋
が
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

異国情緒あふれる地　長崎（前編）

旧グラバー住宅

　

数
年
前
、
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
や

着
物
、
寝
具
な
ど

を
次
々
に
購
入
さ

せ
る『
次
々
販
売
』

と
呼
ば
れ
る
訪
問

販
売
被
害
が
社
会

的
問
題
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、

こ
れ
を
受
け
て
画

期
的
な
法
律
改
正

が
な
さ
れ
、
訪
問

販
売
被
害
は
減
少

傾
向
に
あ
る
と
い
え
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、最
近
、主
に
過
去
に
何
ら
か
の
訪
問
販
売
被
害
に
遭
っ

た
高
齢
者
を
狙
い
撃
ち
し
て
、「
無
料
点
検
を
し
て
い
る
」
な
ど
と

い
っ
て
、
家
に
上
が
り
込
み
、
屋
根
、
屋
根
裏
、
床
下
な
ど
す
ぐ
に

は
確
認
で
き
な
い
場
所
に
「
ネ
ズ
ミ
が
い
る
」、「
シ
ロ
ア
リ
が
い
る
」

な
ど
と
不
安
感
を
あ
お
り
、
高
額
の
契
約
を
次
々
に
さ
せ
る
被
害
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

ひ
ど
い
案
件
で
は
、
手
持
ち
の
現
金
が
な
い
高
齢
者
を
金
融
機
関

の
窓
口
ま
で
連
れ
て
行
き
、
そ
の
場
で
お
金
を
お
ろ
さ
せ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
『
無
料
』
だ
か
ら
と
い
っ
て
安
易
に
家
に
入
れ
な
い
よ
う
、
く
れ

ぐ
れ
も
用
心
し
て
く
だ
さ
い
。

「
不
安
を
あ
お
る
訪
問
販
売
被
害
」

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心 

65〇

問 

観
光
商
工
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

消費生活相談日　毎週月・金曜日（※例外あり）各 9：00～ 16：00　市役所伊豆長岡庁舎 1階小会議室

「はいどうぞ」 ゆずってくれた「ありがとう」
　　　　　　　永田 とわ（韮山小）

シートベルトは　命を守る　絆のベルト　

　　　　　　　成瀬　皓
こう

（大仁北小）

信号無視　車からぼくたち　見えてない　

　　　　　　　秋元 七
な

波
な

（長岡南小）

交通安全標語コンクール優秀作品

　

旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
が
あ
る

『
グ
ラ
バ
ー
園
』
は
、
か
つ

て
こ
の
地
が
外
国
人
居
留
地

で
あ
っ
た
こ
と
を
偲
ば
せ
る

異
国
情
緒
溢
れ
る
観
光
地
で

す
。
ぜ
ひ
、
一
度
訪
れ
、
日

本
の
近
代
化
の
始
ま
り
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。

【長崎市の資産に関する問合せ】
問長崎市世界遺産推進室
☎ 095-829-1260
【グラバー園の問合せ】
問グラバー園　☎ 095-822-8223

てつざえもん
塗り絵展示

11 月は大仁東幼稚園の
みんなが塗ってくれた
作品を反射炉受付所で
展示しています。
11月29日（金）まで

問 

地
域
づ
く
り
推
進
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
２

（
文
と
絵
）

司
法
書
士　

山
田
茂
樹
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　交通安全に心掛けましょう！
ご家庭内で交通安全について話し
合ってください。
◆自分の目で見て考えて。
　 夕暮れ時から夜間に外出すると
きは、明るい色の服装を心掛け、
自分の目で見て、安全確認をしましょう。
◆横断歩道を渡りましょう。
　 横断歩道があるにもかかわらず、横断歩道を渡
らない人がいます。近くに横断歩道があれば、
少しまわり道でも横断歩道を渡りましょう。
◆ 自分の子どもも、他人の子どもも、同じ大切な
子どもです。
　 道路での飛び出しや道路を広がって歩くなど、
子どもたちの危険な行動を見かけたら注意して
ください。
◆自転車は、一列で左側通行です。
　 並列走行は危険です。一時停止や左右の確認を
忘れてしまうことがあります。また自転車は車
両です。車道を走るのが原則です。

◆ 寒くなると、ポケットに手を入れて歩いている
子どもが目立ちます。
　 ふとした転倒でも大ケガにつながることがありま
すので、手袋をするよう心がけましょう。

の
は
じ
ま
り
で
す
。
山
木
遺
跡

で
は
こ
れ
ま
で
19
地
点
で
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
昭

和
25
年
の
調
査
は
、
昭
和
20
年

（
１
９
４
５
年
）
に
発
見
さ
れ

た
静
岡
市
登
呂
遺
跡
の
発
掘
調

査
と
と
も
に
、
弥
生
文
化
を
考

え
る
う
え
で
重
要
な
発
見
と
な

り
ま
し
た
。

　

山
木
遺
跡
で
は
、
弥
生
土
器

と
と
も
に
大
量
の
木
製
品
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
山
木
遺
跡
は

水
田
の
広
が
る
低て

い

湿し
っ

地ち

に
展
開

し
て
お
り
、地
下
の
木
製
品
は
、

い
わ
ば
水
に
漬つ

か
っ
た
よ
う
な

状
態
だ
っ
た
た
め
、
状
態
の
良

い
ま
ま
残
っ
て
い
た
の
で
す
。

出
土
し
た
木
製
品
に
は
、
柱
や

梁は
り

、
高
床
倉
庫
に
伴
う
『
ね
ず

み
返
し
』、
梯は

し
ご子

な
ど
建
物
に

か
か
わ
る

も
の
、
皿

や
鉢
、
杓

子
、

杵き
ね

、

腰
か
け
な

ど
の
生
活

用
具
な
ど

さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ね
ず
み

返
し
は
、
ま
さ
に
柱
に
据
え
つ

け
ら
れ
た
状
態
で
出
土
し
、
登

呂
遺
跡
の
高
床
倉
庫
復
元
の
決

め
手
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
木
製
品
は
、
主
に

ス
ギ
材
が
用
い
ら
れ
、
精
巧
な

加
工
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
鉄
製
品
の

普
及
に
よ
り
、
木
材
の
加
工
が

容
易
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
稲

作
の
普
及
に
よ
り
、
稲
作
に
関

わ
る
木
製
の
道
具
に
も
、
よ
り

高
い
実
用
性
が
求
め
ら
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

出
土
し
た
木
製
品
・
土
器
な

ど
の
内
２
３
９
点
は
、
当
時
の

人
々
の
暮
ら
し
を
よ
く
示
す
も

の
と
し
て
、
国
の
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
『
山
木
遺
跡
出
土
の

生
産
・
生
活
用
具
』
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
も

の
も
含
め
て
、
山
木
遺
跡
の
遺

物
は
、
韮
山
郷
土
史
料
館
で
常

設
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

「ねずみ返し」出土のようす

山木遺跡出土の木製品

【巡回交通事故相談】
と　き　11 月 27 日（水）10：00 ～ 15：00
ところ　市役所長岡庁舎（１階相談室）
相談無料、希望者は事前にご予約ください。

高額な契約は特に慎重に

その 101

山木遺跡出土木製品
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と　き／12月①6日（金）・②10日（火）
　　　　10：00 ～ 12：00　※両日とも内容は同じ
　　　  　です。どちらかに申し込みください。
ところ／韮山福祉・保健センター
対　象／ 20 歳以上の市民 20 人（先着順）
　　　　※ 年明けに会場まで、たくあん漬を受け

取りに来れる人
参加費／無料
申込み期間／ 11 月 8日（金）～ 12 月 4日（水）
その他／ たくあんは 10 人程度のグループで 1樽

を漬けます。完成は年明けになります。

と　き／11月①21日（木）・②26日（火）
　　　　10：00 ～ 14：00　※両日とも内容は同じ
　　　  　です。どちらかに申し込みください。
ところ／韮山福祉・保健センター
内　容／ ▶保健師講話（骨粗しょう症・ロコモティ

ブシンドローム▶運動実践（骨を強くす
る運動）▶調理実習（骨にいい食事）

対　象／ 20 歳以上の市民
参加費／無料
持ち物／ 室内用運動シューズ、水分補給用飲み物、

タオル、エプロン、三角巾、健康手帳（お
持ちでない人は当日発行します）

申込み／ ①は 11 月 19 日（火）まで、②は 22 日（金）
までに電話で申し込みください。

その他／ 教室開始前に、自分で血圧を測定し健康
チェックを行います。

市の特産 たくあん
づくりに挑戦 !!

肩・膝・腰を
守ろう！

地産地消を知ろう
～たくあんづくり教室～

骨をコツコツ作るコツ講座
骨げんき教室

参加者
募集

参加者募集

もうすぐ検診期間が終了します！
がん検診は 12 月末までです。対象になって
いる人で、まだ受診されていない人は早めに
受診しましょう。

申込み・問合せ　健康づくり課　☎ 055-949-6820

食欲の秋

スポーツの秋

歯とお口の健康の秋！
ー 11月 8日は『いい歯の日』ー

　

平
成
24
年
度
に
実
施
し
た

『
伊
豆
の
国
市
健
康
に
関
す

る
意
識
・
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
』
に
よ
る
と
、
歯
と
歯

　

歯
は
、
食
べ
物
を
噛
む
時
だ
け
で
な
く
、
人
と
会
話
を
す
る
時
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
瞬
発
的
に
強
い
力
を
発
揮
す
る
時
、
素
敵
な
笑
顔
の

時
、
日
々
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
『
い
い
歯
の
日
』
に
合
わ
せ
、
末
長
く
自
分
の
歯
で
生
活
で

き
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

通常の歯磨きと歯間ブラシ・
糸ようじとの組み合わせによる
歯垢の除去率（歯と歯の隙間）

通常の歯磨き
　＋  歯間ブラシ 85%

79%

61%

通常の歯磨き
　＋  糸ようじ

通常の歯磨きのみ

【糸ようじ】

1 ノコギリをひくように、糸を前後に
動かしながら、ゆっくりと歯と歯の
間に糸ようじを通します。このとき、
力を入れすぎないようにしましょう。
歯ぐきの奥に一気に入ると歯ぐきを
傷つけてしまう可能性があります。
2 歯ぐきに少し隠れるくらいまで糸よ
うじを入れます。
3 一方の歯の側面に糸を押しつけなが
ら、上下に 4～ 5回往復させます。
4 反対側の歯についても、同様に繰り
返します。
5 糸ようじを取り出し、口をよくゆす
ぎましょう。

【歯間ブラシ】

１ 歯の隙間にブラシを入れ、4～ 5回
往復させます。
２ 口をよくすすぎましょう。
※ 歯間ブラシを使った方がいいのは、歯
間の根元に三角形のすき間がある人。
歯にすき間がない人は歯ぐきを傷める
恐れがあるので糸ようじを利用してく
ださい。
※ 歯のエナメル質を傷つけないため、歯
磨き剤は使わないようにしましょう。
※ 歯間ブラシにはサイズがあります。選
ぶときは、一番小さいサイズから試し
てみましょう。痛みがなくブラシが無
理なく入るサイズにしましょう。

歯
と
歯
の
間
の
歯し

垢こ

う

や
食
べ
カ
ス
を
や
っ
つ
け
る
の
が
ポ
イ
ン
ト

の
間
を
き
れ
い
に
し
て
い

る
人
の
割
合
は
、
通
常
の

歯
磨
き
習
慣
の
約
半
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。
歯
磨
き

の
習
慣
は
定
着
し
て
い
る

も
の
の
、
歯
と
歯
の
隙
間

や
、
お
口
全
体
を
き
れ
い

に
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ

う
で
す
。

　

歯
と
歯
の
間
に
は
歯
ブ

ラ
シ
だ
け
で
は
除
き
き
れ

な
い
、
プ
ラ
ー
ク
（
歯

垢
）
や
着
色
汚
れ
、
食
べ

カ
ス
が
残
っ
て
お
り
、
や

が
て
む
し
歯
や
歯
周
病
を

引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り

ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ
に
加
え

て
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
糸
よ

う
じ
な
ど
を
用
い
た
歯
垢

の
除
去
が
大
切
で
す
。

毎日の歯ブラシに +１
プラス ワン

！今日から始めてみませんか？

【定期的に検診を
受けましょう】

　歯がズキズキする、歯がしみ
る、歯がぐらぐらする、口臭が
気になるなどの症状はありませ
んか。見て見ぬふりをしている

うちに、むし歯や歯周病はどんどん進行していきます。
歯は治療はできても、元通りの状態には戻りません。
　歯とお口の健康状態を知り、
いい歯・いい歯ぐきを保つため
に、歯の検診を受けましょう。
市の歯周疾患検診は無料！受診
票がない人は、健康づくり課へ
今すぐお申し込みください。

実施医療機関：指定医療機関（田方歯科医師会）
実施期間：平成 26年１月末日まで

歯間ブラシの歯間部のプラーク除去効果
（日歯保存誌、2005 年）

へ～

そうなんだ

歯の間を
攻める

健
けん

口
こ う

を
保つ

効果を
知る

20 ～ 29 歳

■ １日２回以上、歯を磨い
ている人の割合

ポケット

■ 歯間ブラシ、糸ようじな
どを使用して、歯と歯の
間をきれいにしている人
の割合

30 ～ 44 歳 45 ～ 64 歳

検診が

一番！
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とき／11月10日（日）
　　　開場 9：30　開演 10：00
ところ／韮山時代劇場大ホール
出演／日本大学国際関係学部 JAZZ
＆ FUSION 研 究 部、FUJITU Jazz 
Allstars、RIKI BAND、フライング
バーズ、志村孝雄とスーパースイング
ジャズバンド、野田としこ＆ケルン
Band、沼津燦々ジャズオーケストラ
その他／入場無料、伊豆の国市消
防フェスタ 2013 同時開催
問 伊豆の国市文化振興課
☎ 055-949-8600

とき／ 11月 17日（日）
　　　 9：30 ～ 14：00
ところ／市役所伊豆長岡庁舎駐車場
内容／商工会員による楽しい出店、
鼓笛隊パレード、投げもち、豪華
景品の当たる大福引抽選会など
※ 駐車場は限りがありますので公
共交通機関をご利用ください。
問 伊豆の国市商工会伊豆長岡支所
☎ 055-948-5333

伊豆の国 JAZZ8!!
～アマチュア・ステージ～

　小学生将棋教室を行います。将棋
をやったことがない人でも参加可。
当日の飛び入り参加歓迎します。
とき／11月9日（土）13：30～15：00
ところ／大仁児童館
定員／小学校４～６年生20人

（定員になり次第締め切り）
問 大仁児童館　☎ 0558-76-1346

　地域の皆さんと一緒に障がいを
持つ人の防災について考える講演
会を行います。手話通訳、要約筆
記が必要な人は、11 月 8 日（金）
までにご連絡ください。
とき／ 11月 20日（水）
　　　 10：00 ～ 12：00
ところ／函南町役場 2階大会議室
問 市役所障がい福祉課　
☎ 0558-76-8007

　玄米を美味しく炊く方法を伝授
します。また、旬の野菜を使って

第 37回伊豆長岡商工祭

シンプルで美味しいメニューも紹
介します。
とき／ 11月 28日（木）
　　　 10：00 ～ 13：00
ところ／長岡中央公民館（あやめ
会館）栄養指導実習室
講師／土屋日呂実さん
対象／ 20歳以上の市民 20人
　　　※ 定員を超えた場合は抽選
参加費／ 1,200 円程度
　　　　（受講料と材料費）
持ち物／エプロン・三角巾・ふきん・
持ち帰り用タッパー
申込み方法／ 11月 18 日（月）ま
でに電話で申し込みください。
問 市役所社会教育課
☎ 055-948-1461

11 月 12 日から 25日は『女性に対する暴力をなくす運動期間』
　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ス
トーカー行為など、女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、
決して許されるものではありません。これらは、男女共同参画社会を形成していく
うえで克服しなければならない重要な課題です。この運動期間をきっかけに、女性
に対する暴力について考え、暴力のない社会づくりをすすめていきましょう。

　男女共同参画社会を実現するための５本の柱
  １  男女の人権の尊重 
　男女の個人としての尊厳を重んじ、男女の差別を
なくし、男性も女性もひとりの人間として能力を発
揮できる機会を確保する必要があります。

  ２  社会における制度または慣行についての配慮 
　固定的な役割分担意識にとらわれず、男女が様々
な活動ができるように社会の制度や慣行の在り方
を考える必要があります。

  ３  政策などの立案および決定への共同参画 
　男女が社会の対等なパートナーとして、あらゆる
分野において方針の決定に参画できる機会を確保
する必要があります。特に、自主防災組織への女性
の参加促進は、緊急の課題です。

  ４  家庭生活における活動と他の活動の両立 
　男女が対等な家族の構成員として、互いに協力
し、社会の支援も受け、家族としての役割を果たし
ながら、仕事や学習、地域活動等ができるようにす
る必要があります。

  ５  国際的協調 
　男女共同参画社会をつくるために、国際社会と共
に歩むことも大切です。他の国々や国際機関と相互
に協力して取り組む必要があります。

問 市役所地域づくり推進課　☎ 055-948-1412
問 市役所社会福祉課　☎ 0558-76-8008

野
焼
き
は
原
則

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

屋
外
で
の
焼
却
行
為
は
、
一
部
の

例
外
を
除
き
す
べ
て
野
焼
き
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
煙
が
悪
臭
や
大
気
汚
染
の
原

因
と
な
り
、
洗
濯
物
や
家
の
中
が
臭

く
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
周
辺
の
皆

さ
ん
に
大
変
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で

や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

野
焼
き
は
行
わ
ず
、『
ご
み
の
出

し
方
・
分
け
方
』
を
確
認
の
う
え
、

ご
み
の
集
積
所
、
ま
た
は
ご
み
受
け

入
れ
施
設
へ
搬
入
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

市有地の
売却

【入札】
とき／ 12 月 11 日（水）
　　　 13：15 ～
ところ／市役所 3階第 1会議室
その他／入札後即時開札

長岡字東ケ久保 1022 番 4
長岡字有城山 1350 番 7
（宅地）707.87㎡
【最低売却価格　42,685,000 円】

【申込み方法】
▶申込み期間　11月 11日（月）～ 29日（金）
　　　　　　　9：00～ 17：00（12時から 13時を除く）
▶申込み場所　市役所伊豆長岡庁舎 2階財務課
【提出書類】
▶入札参加申込書（応募要領書式）▶個人は住民票▶法人は登記
簿謄本（登記事項証明書）
【その他】
入札参加申込書は市役所伊豆長岡庁舎 2階財務課窓口、または市
ホームページからダウンロードしてご利用ください。
※不明な点は直接お問い合わせください。

　市では、市有地を一般競争入札に
より売却します。購入を希望される
人は、期間内に入札参加申し込み手
続きをしてください。最低売却価格
以上で最高価格入札者が落札者とな
ります。

問 市役所財務課
☎ 055-948-1414

湯
ら
っ
く
す
公
園

⇒
売
却
地

11 月は児童虐待防止月間
さしのべた　その手が
こどもの命綱

　11月は、『児童虐待防止推進
月間』です。児童虐待は、子ど
もの生命に危険を及ぼすだけで
なく、心にも深い傷を残すこと
になります。子育てに悩んだら、
ご近所で虐待があるのではない
かと思ったら、下記までご相談
ください。
問 東部児童相談所
☎ 055-920-2085
問 市役所社会福祉課
☎ 0558-76-8008

カラダが喜ぶ玄米ごはん
教室参加者

駿豆地区障がい者自立支援協議会

防災講演会

児童館将棋道場

11月25日（月）～ 29日（金）
　長岡図書館は毎週月曜日のほか、
年に１回特別館内整理のため休館
します。この期間に、本の所在を確
認する大切な作業を行います。期
間中はご不便をおかけしますが、ご
了承ください。なお、中央 ･韮山図
書館は通常どおり開館します。
問 長岡図書館　☎ 055-947-2364

長岡図書館休館のおしらせ

江川文庫のつどい
～江川文庫資料重要文化財指定記念～

と　き／ 11 月 16 日（土）
　　　　13：30 ～
ところ／長岡総合会館
　　　　多目的ホール
内　容／・文庫資料の調査と概要
　　　　・ 江川文庫とゆかりのあ

る人たちからの一言
その他／ オペラ『坦庵』の一部を

上演します。
問 公益財団法人江川文庫
☎ 055-949-1002

　江川家の各種資料が静岡県によ
って調査されはじめてから今年で
12 年。ついに 4万点もの資料が
重要文化財に指定されました。
　今回、重要文化財指定を祝うと
ともに、資料の活用を通じて地域
文化の発展につながるよう、皆さ
んと一緒に考えたいと思います。
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春
は
田
植
え
会
、
市
子
連
の
大
縄
跳
び

大
会
。夏
は
盆
踊
り
大
会
に
区
民
運
動
会
。

秋
に
は
稲
刈
り
会
、
文
化
祭
、
子
ど
も
み

こ
し
、
そ
し
て
通
学
合
宿
（
２
泊
３
日
）。

冬
に
は
餅
つ
き
・
山
の
神
講
へ
の
参
加（
６

年
生
）、
そ
し
て
ど
ん
ど
焼
き
。

　

と
に
か
く
行
事
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
子

供
会
の
役
員
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ

れ
の
行
事
に
携
わ
る
区
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

　

組
の
重

じ
ゅ
う

鎮ち
ん

は「
組
に
は
遠
慮
す
る
な
。

組
に
は
迷
惑
を
か
け
て
い
い
ん
だ
、
そ
の

た
め
に
組
が
あ
る
ん
だ
」
と
言
っ
て
く
れ

て
、
み
ん
な
を
励
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
い
て
く
れ
る
か

ら
こ
そ
、
組
、
ひ
い
て
は
多
田
区
が
一
致

団
結
し
た
組
織
と
な
り
、
昔
な
が
ら
の
風

習
や
伝
統
行
事
が
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
て
み
る
と
な
か
な
か
素
敵
な
所

だ
と
思
い
ま
す
。
一
度
、
多
田
の
伝
統
行

事
を
見
に
来
て
は
い
か
が
で
す
か
。

松島咲也

社会教育委員からの
メッセージ

伝統行事を大切に

守る韮山多田地区

問 市役所社会教育課
☎ 055-948-1461

お・知・ら・せ

私
の
住
む
多
田
区
の
恒
例
行
事
は
、

１
月
３
日
早
朝
、
全
戸
官
役
の
初

山
（
道み

ち

普ぶ

請し
ん

）
で
幕
が
明
け
ま
す
。
ほ
か

に
も
年
２
回
の
山
の
神
講
な
ど
を
含
め
、

年
間
を
通
し
て
各
種
行
事
・
官
役
が
目
白

押
し
。
区
の
役
員
・
組
長
さ
ん
た
ち
の
腕

の
見
せ
所
で
す
。

　

ま
た
、
多
田
子
供
会
も
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
８
月
23
日
の
『
地
蔵
尊
子
供
相
撲
大

会
』
は
、そ
の
中
で
も
最
た
る
も
の
で
す
。

お
寺
（
慈
光
院
）
の
境
内
に
土
俵
を
作
り
、

発
電
機
で
道
路
や
土
俵
に
光
を
燈と

も

し
、
夕

方
６
時
か
ら
開
催
と
な
り
ま
す
。
昔
は
大

人
相
撲
も
あ
り
、
屋
台
も
多
数
出
店
し
、

伊
豆
の
い
た
る

所
か
ら
力
自
慢

が
集
ま
っ
た
そ

う
で
す
。
今
年

は
、
雨
の
た
め

に
公
民
館
で
の

開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　大仁市民課の窓口業務を行う職
員を募集します。
勤務地／大仁支所市民課
定員／ 1人（65歳未満）
　　（パソコン操作ができること）
雇用期間／ 12月5日（木）～
　　　　　平成26年3月31日（月）
給料／時給810円
勤務時間／月曜日～金曜日9：00
～ 16：00（休憩1時間含む）、一日
6時間、週24時間、月18日
応募方法／履歴書（A3版、写真貼
付）に氏名、その他必要事項を明
記のうえ、伊豆の国市役所大仁支
所市民課（〒 410-2396 田京 299-
6）へ持参または郵送。
提出期限：11月 15日（金）必着　
※11月 20日（水）面接試験を実施
その他／社保・雇保なし。障保あり。
通勤手当あり。
問 市役所大仁支所市民課
☎  0558-76-2222

　自分でおやつを作って手作りの
楽しさやおいしさを感じましょう。

『食育サポーターそらまめ』の会員
が開催する教室です。
とき／ 11月 16日（土）
　　　9：30～ 12：00
ところ／韮山福祉・保健センター
内容／簡単につくれるおやつ作り
対象／市内の小学４・５・６年生（子
どものみの参加です）20人
会費／ 300 円
持ち物／エプロン、三角巾（頭を
覆うもの）、手ふきタオル、室内
シューズ
問 市役所健康づくり課
☎ 055-949-6820

　一眼レフカメラ愛用者のための
レベルアップ講座。講師があなた
の撮った写真をアドバイスします。
とき／ 11月 24日（日）
　　　 13：30 ～ 16：30
ところ／あやめ会館 2階会議室
講師／湯川保夫さん
　　　（フォトマスターエキスパート）
対象／ 20歳以上の市民 30人
　　　※ 定員を超えた場合は抽選
参加費／ 300 円

申込み方法／ 11月 11 日（月）ま
でに電話、または FAX で申し込み
ください。
その他／受講者は事前に写真を用
意していただきます。詳細は電話、
または市ホームページでご確認く
ださい。
問 市役所社会教育課
☎ 055-948-1461   ℻ 055-948-1470

とき／①火曜日コース 12月17日
～ 3月4日までの火曜　全10回
②水曜日コース　12月18日～ 3月
5日までの水曜　全10回
時間はいずれも 9：45～ 10：25
ところ／長岡温水プール
対象者／概ね、60歳以上の市民
定員／先着20人
料金／初めて参加する人は、指導
料は無料。以前に参加したことが
ある人は指導料が 3,000円です。
※ プール使用料は全員、1回につき
300円。電話で氏名・年齢・電
話番号などをご連絡ください。
問 長岡温水プール
☎ 055-947-0176

市役所大仁市民課

日々雇用職員
金融ほっとライン（東海）

無料巡回相談会
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カ
レ
ン
ダ
ー
の
各

月
、
下
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に
掲
載
す

る
有
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広
告

◆
広
告
サ
イ
ズ

　

縦
５
セ
ン
チ

　

横
16
セ
ン
チ

◆
掲
載
枠

　

 

各
月
２
枠
×
12
カ
月

＝
24
枠

　

原
則
１
社
１
枠

※ 

た
だ
し
24
枠
に
満
た

な
い
場
合
は
、
空
き

数
に
応
じ
て
１
社
月

別
で
12
枠
ま
で
掲
載

可
能

問 

市
役
所
秘
書
広
報
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
３
１

　

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
は

広
報
い
ず
の
く
に
、
平

成
26
年
３
月
号
と
共
に

各
戸
に
配
布
さ
れ
ま

す
。
地
元
企
業
の
皆
さ

ん
、
地
域
住
民
へ
の
宣

伝
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

人気の子ども相撲

子ども料理教室

【
活
動
の
流
れ
】　

　

市
民
か
ら
講
座
要
請
が
社
会
教
育
課
に

入
っ
た
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
依
頼
者
協
議

の
う
え
、
実
施
と
な
り
ま
す
。

【
そ
の
他
注
意
】　

・ 

伊
豆
の
国
市
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
設

置
要
領
を
順
守
す
る
こ
と

・ 

12
月
25
日（
水
）ま
で
に
登
録
し
た
人
は
、

平
成
26
年
度
の
生
涯
学
習
情
報
誌
に
掲

載
し
ま
す
。

・ 

平
成
26
年
度
き
っ
か
け
作
り
塾
講
師
募

集
と
は
異
な
り
ま
す
。

問 

社
会
教
育
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
６
１

生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

登
録
者
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学
習
サ

ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
活
動

の
場
は
、
学
校
の
総
合
学
習
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
あ
な
た
の
持
っ
て
い

る
知
識
・
技
術
・
経
験
を
地
域
の
た
め
に

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
登
録
要
件
】

 　

生
涯
学
習
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
個
人

ま
た
は
団
体
。
営
利
を
目
的
と
し
た
活
動

で
は
な
い
こ
と
な
ど
。
詳
細
は
、
直
接
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

【
登
録
期
間
】　

　

登
録
受
付
日
か
ら
、
そ
の
年
の
12
月
31

日
ま
で
。

一眼レフカメラの
ワンステップ講座

　財務省東海財務局では、次のよ
うな相談を無料でお受けします。
・ 預金、融資、保険、貸金、証券
などの金融サービスに関する相談
・ 無登録業者からの未公開株、社
債などの勧誘、被害に関する相談
・ 多重債務、家計の再建、借金に
関する相談および心の悩み相談
とき／11月29日（金）、平成 26 年
３月20日（木）　時間はいずれも
10：00～ 17：00
ところ／財務省東海財務局静岡財
務事務所沼津出張所（沼津合同庁舎）
問 予約／金融ほっとライン（東海）
☎ 052-951-9620（平日 9：00 ～
12：00、13：00 ～ 17：00）

膝痛・腰痛改善
水中運動教室参加者

■取扱店名■
サークル K伊豆の国四日町店
（四日町 518-1）
問 市役所環境衛生課
☎ 055-949-6805

指定ごみ袋等新規取扱店

◆
募
集
期
間

　

平
成
26
年
１
月
10
日

　
（
金
）
ま
で

◆
掲
載
料
金

　

２
万
円
／
１
枠

※ 

掲
載
月
指
定
は

　

３
万
円
／
１
枠

◆
申
込
み
方
法

　

 

市
役
所
窓
口
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
広
告
掲
載
申
込

書
を
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
伊
豆
長
岡
庁

舎
２
階
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

市内最大級の広告媒体
発行部数 20,000 部
平成26年度市民カレンダー有料広告を募集

広告位置は
ココ



　スポーツの秋を
楽しむイベント
『狩野川 100 ｋｍ
サイクリング』。
2000 年の『チェ

ンジ伊豆』イベントの一つとして開
催された同大会も、今年で 14回を
数えます。年々増え続ける参加者は
今年 900 人超。県外からの参加者
も多く、風光明美な伊豆を味わって
もらう最高の機会になっています。
　観光地〝伊豆〟に住む私たち。いつ
も心に『お

・

も
・

て
・

な
・

し
・

』の気持ちを。

市の人口

市内ごみの排出量

市内交通事故発生状況
平成25年10月１日現在 平成25年9月１日～30日

平成25年9月１日～30日

※（　）内は先月比　単位：人

※（　）内は昨年比　単位：ｔ

▼
小
学
校
の
運
動
会
を
取

材
し
て
。
徒
競
争
の
順
位
や

応
援
合
戦
の
役
割
が
違
っ

て
も
、
一
人
ひ
と
り
が
主

役
。
カ
メ
ラ
ご
し
に
懸
命
な

子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、
自

然
と
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

私
自
身
も
子
を
持
つ
親
と

し
て
、
運
動
会
は
楽
し
み
で

も
あ
り
不
安
で
も
あ
り
…
。

み
ん
な
大
き
く
な
あ
れ
。
遠

答え○○○○○○○○○○

お題 ：アナグラム
脳の活性度　★★★★

毎月、正解者の中から抽選で5人に図書カードをプレゼント！
下の応募方法をご覧のうえ、ご応募ください。
【応募方法】
①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢、
②広報紙へのご意見・ご感想や身近な話題などを書き添え（必
須）、11月 14日（木）までに下記へお送りください。ご意
見などは、広報で紹介させていただく場合があります。
【あて先】〒 410‐2292　長岡 340-1
　　　　　　伊豆の国市　総務企画部　秘書広報課
【先月の答え】「文化財通信（ぶんかざいつうしん）」
　　　　　　　正解者は 30 ／ 30 人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】
小田川田鶴子、大谷裕子、小沢あき、金井友美、松本香代子
＊当選者へのプレゼントは、11月末ごろ発送予定です。

生状況

　

広
報
紙
へ
の
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

連
載
１
０
０
回

記
念
文
化
財
通
信
を
読
ん
で

● 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
貴
重
な

文
化
財
が
多
い
伊
豆
の
国
市
で
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

（
多
田
・
24
歳
・
女
性
ほ
か
）

● 

改
め
て
歴
史
の
あ
る
ま
ち
に
住
ん
で

い
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

（
神
島
・
63
歳
・
女
性
ほ
か
）

● 

見
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、
文
化
財
巡
り
を
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
大
仁
・
75
歳
・
女
性
ほ
か
）

ほ
か
に
も

● 

糖
尿
病
の
サ
イ
ン
。
自
分
の
検
診
結

果
と
比
べ
た
の
は
初
め
て
で
す
。

（
大
仁
・
68
歳
・
女
性
）

● 

糖
尿
病
が
気
に
な
る
年
に
な
り
ま
し

た
。
運
動
や
腹
八
分
目
に
心
が
け
た

い
で
す
。　
　

（
寺
家
・
66
歳
・
女
性
）

● 

孫
の
運
動
会
を
見
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
応
援
合
戦
に
リ
レ
ー
に
、
大
活

躍
し
て
い
る
姿
を
見
て
う
れ
し
い
思

い
で
す
。　
　
　

（
中
・
69
歳
・
女
性
）

● 

食
欲
の
秋
。
伊
豆
の
国
市
に
は
お
い

し
い
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
。
楽
し
み

で
す
。　
　

（
田
京
・
22
歳
・
男
性
ほ
か
）

● 

庭
の
も
く
せ
い
え
ん
が
咲
き
ま
し
た
。

花
の
香
り
を
感
じ
、
と
て
も
幸
せ
な

気
分
に
な
り
ま
し
た
。

（
田
京
・
64
歳
・
女
性
）

た
く
さ
ん
の
お
便
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

FM
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土
肥
の
兄
貴
、
勤
勉

（
と
い
の
あ
に
き
き
ん
べ
ん
）

感想なども

書いてね！

表紙より

住民登録人口 50,064 （-18）
世帯 20,540 （12）
男：24,096　女：25,968

燃やせるごみ 1,021 （+80）
資源ごみ 328 （-43）
埋め立てごみ 16 （-3）
合計 1,365 （+33）

市民一人当たり 908.7 ｇ

件数 負傷者数
人身事故 33 （-9） 43（-11）
うち高齢者 7 （-5） 3 （-7）
物損事故 75（+33） -
大仁警察署調べ 　　※物損事故は変動あり

お・知・ら・せ

編集後記

※（　）内は昨年比　単位：件・人

　講師には日本体育協会公認山岳上級指導員の山岳ツアーガイド大村勝
彦さんを招へいし、トレッキングの魅力を紹介します。初心者は必ずト
レッキング予備校に参加してください。

伊豆三
さ ん

山
ざ ん

トレッキング塾

と　き　　12月 11日（水）
　　　　　17：00～ 19：00
ところ　　伊豆の国市商工会
　　　　　大仁支所
テーマ　　 登山の基礎知識・ト

レッキングの準備用
品・伊豆三山トレッ
キングコース説明

募集人数　30人（18歳以上）
参加費　　無料

と　き　　12月 15日（日）
　　　　　9：00～ 17：00
　　　　　（集合 8：30）
集合場所　伊豆箱根鉄道大仁駅
持ち物　　 弁当・水筒・雨具・

帽子・軍手・タオル・
リュックサックなど

行程（予定）
大仁駅～益山寺～発端丈山～か
つらぎ山（お昼休憩）～城山～大
仁駅
※ 天候や時間により、コースは
変更する場合があります。
募集人数　30人（18歳以上）
参加費　　2,000 円
（保険代、タクシー代込み）

トレッキングトレッキング予備校

締切（共通）12 月 6日（金）
※ 詳細については、直接お問
い合わせください。

問 大仁温泉旅館組合（市観光協会内）
☎ 055-948-0304

　金銭貸借・不動産売買・交通事
故・離婚・相続など各種の法律問
題で悩みを抱えている人のために、
無料で弁護士による法律相談を開
催します。
とき／11月20 日（水）13：30～
16：30、28日（木）10：00～15：00
ところ／韮山福祉・保健センター
その他／予約が必要です。
問 伊豆の国市社会福祉協議会
☎ 055-949-5818

住生活総合調査に
ご協力ください

　国土交通省では、12 月 1 日
（日）全国各地で『平成 25年住
生活総合調査』を行います。
　11 月 21 日（木）から 12 月
10日（火）までの間、統計調査
員証を持った調査員が、対象と
なった世帯を訪問いたします。
ご協力をお願いします。
問 市役所都市計画課
☎ 055-948-2909

　正確な計量は、私たちの生活の
基本です。身の回りにあるさまざ
まな計量器が正確に作動し、正し
く使われるよう、計量法で、規制
の対象となる計量器を指定すると
ともに、適正な計量の基準を定め
ています。
食料品の内容量と風袋について
商品の内容量には、風

ふう

袋
たい

（商品の
入れ物と添え物）は含まれません。
商品の内容量＝
商品全体の重さ（総量）－風袋
はかりの定期検査を受けましょう
取引・証明に使用するはかりは、
県などが実施する２年に１回の定
期検査を受ける必要があります。
対象となるお店は食料品店、宅配
便取扱店、薬局などです。
問 静岡県計量検定所
☎ 054-278-8311

暮らしを支える正しい計量

11月は計量強調月間無料法律相談

問 市役所環境衛生課
☎ 055-949-6804

　不用品活用バンクに登録すれ

ば「ゆずってほしい」「ゆずりた

い」人を探します。

ゆずります

ゆずってください

ホットカーペット（2畳用）
ミニコンポ
小型冷凍・冷蔵庫
動物用ゲージ
書画用色紙、短冊
表層用印毛
衣類乾燥機
マージャンパイ
碁石、碁笥、碁盤のセット
マットレス（セミダブル）
ベビーカー

長岡南小制服（男用）
冷蔵庫
こども用ビニールプール
自転車（26インチ）
ベビーベット
ポケットコンピューター
レーザーディスクのデッキ
8mm テープのオープンデ
ッキ
8mmの映写機
本棚

無料
無料
無料
無料
無料
無料
無料
無料
応談
応談
応談

無料
無料
無料
無料
無料
無料
応談
応談

応談
応談

不用品活用バンク

　平成26年度の放課後児童教室
入所の受け付けが始まります。
詳細は、広報10月号をご覧くだ
さい。
受付期間／11月1日（金）～29日（金）
　　　　　8：15 ～ 17：15

（土日、祝日を除く）
受付場所／学校教育課
　　　　　（あやめ会館2階）
問 市役所学校教育課
☎ 055-948-1453

放課後児童教室受付開始


